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論文内容の要旨

結晶に一様な歪をかけると，それに比例した電場勾配を原子核は感じる。この比例係数は一般にテ

ンソル量で gradient-elastic テンソノレ或は S テンソルとよばれ，乙れを調べることにより結品の電

子構造について有用な知見を得ることが出来る。乙の論文はイオン結品の核四重極相互作用について

の理解を深める目的で，簡単な結晶構造をもっアノレカリブロマイド単結晶をえらび，超音波核総気共

鳴の方法で S テンソノレを求めて，この相互作用の系統だった説明をしようと試みた。実験結果は従来

の点電荷近似から一歩進んだ，波動関数の重なりを考慮する理論によって統ーした解釈をすることが

出来た。

論文の審査結果の要旨

アノレカリハライドの如き立方対称性をもっ結晶においては，各々のイオンの位置に電場勾配は存在

しない。しかし，この結晶に一様な歪みを加えると，各イオンのまわりの立方対称性が破れ，電場勾

配を生ずる口歪みとこの勾配とはテンソノレ関係、によって結びつけられており，このテンソルを S テン

ソ Jレと呼ぶ。単位の歪みによって生ずる勾配が S テンソノレとなるが， この S テンソノレはアノレカリハラ

イドのイオンの電子状態と密接な関係を持ち， s の測定から電子状態についての特別な知見が得られ

ることが期待される口 S の測定は，歪みを作る超音波による核磁気共鳴の飽和現象を，別に加えた高

周波電場による普通の核磁気共鳴で測定する乙とによって行ないうる。
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ニ三のイオン結晶について，散発的な研究は行なわれていたが，金城君は LiBr から CsBr ~こ至る

すべてのアノレカリブロマイドについて，アリカリとプロムの両方の核について， s テンソノレの系統的

研究を行なった。この結果を総合的に解析した結論として，次のような知見を得た。アノレカリハライ

ドは正負イオンにより成っているので，まず第ーに歪による勾配としては，この点電荷近似によるも

のが生ずる D しかし，乙れのみでは S の値を説明し得ず，その他に，正負イオンの電子雲がその周辺

で重なり合う効果を考慮せねばならない。しかも，この二つの効果はアノレカリとハロゲンに対して，

一方は和，他方は差としてきくので，以上の系統的研究の結果として，両者の効果を区別することが

可能となった。金城君は，この解析をていねいに行なって，イオンの重なりの部分を明らかに示し

D
 

た

アノレカリハライドの核電場勾配については，いろいろの説明が報ぜられているが，金城君はこの研

究によってその成因を明らかにすると共に，量的にも相当の知見を得ている。

よって本論文は，理学博士の学位論文として十分の価値があると認める。
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